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１　本共同研究の趣旨紹介
　本特集は、共同研究「エッジの社会学―ソーシャル・ワイズの探究」の2011年度の活動成果をとり
まとめた中間報告である。「エッジの社会学」研究会では、人間が生きていく上で存在論的な次元で直
面せざるを得ない、いわば＜ギリギリ＞の社会状況――排除と包摂が問われる境界線上の場所――か
らのリアリティを提出することを通じて、人びとの共生／共存が実践される過程で生み出される「社
会的智慧（ソーシャル・ワイズ）」の探究を目指している。
　こうした目的を持つ「エッジの社会学」とは、どのような見方をする社会学なのか。その認識論と
方法論については未だ彫琢段階にあるといえるが、本特集には、それを考える上での重要なヒントと
して、「被災者」と記憶、「地方」と労働、「移民」と民族学校の現在を垣間見ることのできる論考と、
ネパールのネワール族の儀礼に関するコラムが収められている。いずれも若手研究者によるフィール
ドワークに基づいた力強い論考である。
　本共同研究全体では、これらを既存の連字符社会学のように、災害の社会学／記憶の社会学／地域
社会学／労働社会学／国際社会学／エスニシティの社会学／教育社会学、といった見方から解釈する
ことを敢えて行わない。大胆に言うならば、これらの連字符社会学の知識や作法を反省的に踏まえつ
つ、既存の見方からは見過ごされてきたリアリティや場所をめぐる逸話の「連続性」に敢えて着目し、
それらを「エッジ」における／からの「問題」として取り上げてみたい。故に何かしらの「連字符」
的にみれば、一見異なった次元を扱っているように読める各論考も、次の３点において、共通の問題
の俎上にあるものとして編者は捉えている。また、これらはいずれも、本研究会の前身となった大学
院 GP時代の共同研究、「東アジアのストリートの現在」及び「〈承認〉の社会学的再構築」の活動を
通じて得られた蓄積の上に発見され得た「問題」に他ならない。以下、順に見ていこう。
　第１に、エッジ状況にあるが故に人々に認知さえされない問題を、「不可視化」させている社会と、
「可視化」させようとする社会のあいだの力学を批判的に問い直すことである。言い換えれば、複雑性
を増す社会において生起する問題群があり、かつその状況が十分に可視化される方向性や運動の力を
有しないままに―あるいは（連字符社会学的な見方も含めた）既に定型化されている巧妙な社会の可
視化の手段によって――結果として感受されないままに不可視化された状態におかれてしまっている
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人びとの「リアリティ」を生みだしてきている「これまでの社会」の在り様を問い直すこと 
1
。こうし
た既存の「問題」の間に埋もれたリアリティ――人びとをカテゴライズ（範疇化）する社会の動きの
中で、いわば「残余」、「周辺」、「個人的出来事」とされていた複数の諸現実―を横断的に見出してい
くことに、「エッジ」という言葉を付与した狙いがある。よって、これまでの研究からすれば一見し
て、説明が「複雑すぎる」とか、事例が「特殊すぎる」とか、規模的に「インパクトがない」とか、
示唆として「だからどうしたのだ」と問われるようなところに息づいていた／いる／いく人びとのリ
アリティを提出することにこそ、「エッジの社会学」における経験的データとしての第一義的な価値が
あるものとなる。そこからこれまでの「社会」をめぐる「問い」を投げ返し、連字符のために分節化
されて認識されていた社会学的知へと反転的／反証的に迫っていく営みが、「エッジの社会学」的考察
の出発点と方向性となる。これは必然的に、エッジから逆照射された「社会」の在り様を反省的に捉
えるための方法論と、考察を通じて導かれるであろう研究者としての実践的な言葉を求めることにな
ろう。
　第２に、エッジをめぐるフィールドへのアクセスを考える上で重要となる「場所」をめぐる認識と
実像を問い直すことが挙げられる。例えば、現在われわれが大学院における知的探究の際に求められ
る「社会的なるもの」の存在が、その実、「危機」の時代にあることは、数々の論者が指摘していると
ころである。その背景として、これまで福祉国家的諸制度によって囲い込まれていた人びとの「生」
がグローバル化に伴って流動化し、さらには限りなく個人化していることによる連帯困難な状況がし
ばしば指摘される。いわば、「社会」をどこに見出すか、という点が問われている。人／モノ／資本／
情報が不均衡に、かつ同時多発的に地球規模で行き交う社会現象としてのグローバリゼーションが進
行する中で、上記大学院GP時代の共同研究が明らかにしてきたのは、予期せぬ形で出会う新たな「他
者」との関係性に立脚した場所―ストリート状況―における偶発的な出来事へ着目すること、ひいて
はそこからの経済的／存在論的な「承認」を模索することなしに、人びとにとっての現在系の問題へ
と肉薄することは困難であるということだった 
2
。では、グローバル化の進展に伴って（一見して）見
失われたようにみえる「社会」像を考えなおすために、不可視化と可視化の力学を具体的な場所―ス
トリート状況―から問いなおす結果、何が導きだされるのか。
　第３に、「エッジ」（から）の社会学的探求が結果的に目指すのは、冒頭にも記した「ソーシャル・
ワイズ（Social Wise）」と呼ぶ人びとの「智慧」の探究である。上述の状況において、現代における
「社会的なるもの」を考える上でのひとつの契機は、（編者の一人である稲津自身が神戸長田で阪神淡
路大震災を幼少時に体験した際の個人的記憶や、その後大学院に入りフィールドワークを行う過程か
ら得られた「直感」に過ぎないが）人びとが日常的に「生」を営む上で必然的に求められる他者との
「関係性」の内実が大きく／多様に変容する中で「承認」を獲得する上での作法や、その過程で浮上す
る排除／包摂の問題系に付随して生起する差別や暴力を回避／乗りこえるような技法に存在している
ように考えられる。敢えて大仰にいえば、そうした事例蓄積を踏まえた上に導かれる他者との共生／
1 詳しくは、大学院 GP時代に日本社会学会第83回大会（2010年11月 於名古屋大学）にて開催された若手企画
テーマ部会「グローバリゼーションと移動／定住のフロンティアの現在」の議論内容を収めた『KG/GP社会
学批評』第４号の「特集」記事を参照のこと。http://www-soc.kwansei.ac.jp/kgu-gp/gp-blog/2011/03/
kggp_0004.html（2012年１月25日閲覧）
2 こうした意味での「場」として、大学院 GP時代の共同研究では、ヴァンダルな行為／ジモト／人の移動へ着
目しつつ、そこに胎動する文化／承認／コミュニケーションの在り様を考えてきた。詳しくは『KG/GP社会
学批評 別冊共同研究成果論集』を参照のこと。
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共存の条件、言い換えれば、グローバリゼーションの過程で変容する人びとの関係性をよりよいもの
（消極的な言い方では、「最悪」の事態を回避したり、そこから抜け出すためにより「マシ」なもの）
にするために不可欠な「智慧」の存在を明らかにすることである。
　よって、本共同研究では、流動性と複雑性が増す現代を生き抜く術として編み出される人びとのあ
いだの「社会的智慧」を「ソーシャル・ワイズ（Social Wise）」と呼び、そこにグローバリゼーショ
ンの過程においてだからこそ特筆すべき再想像／実践された新たな「社会的なるもの」の条件を見出
していくことが目指される。これは、私たち独自の造語であるが、もともとは、イライジャ・アンダー
ソンという社会学者の『ストリート・ワイズ』という書物から着想を得たものだ。都市社会学方面で
はよく知られているように、アンダーソンは、アメリカのヴィレッジ―ノーストンと呼ばれる都市再
開発地域に居住し、両地域間を隔てたストリートにおける、白人―黒人間の「ストリート・ウィズダ
ム」（「危険」とみられる「不確定な公共の場での〔人びとの〕“ふるまい方”」）に着目した。より具体
的には、ストリートという公共空間における多人種間の相互作用の中で編み出された、単なる人種偏
見的な防護壁としての「エチケット」ではない、「不確かさや危険に満ちた世界」において「最小限の
リスク」と「最大限の互いの尊重」の両立を可能にする相互作用としての「ウィズダム」に着目する
重要性を説いたのである（Anderson 1990=2003）。
　こうした「ストリート・ワイズ」を、私たちは「都市コミュニティ」を捉える見方に収れんさせる
のではなく、複数の場所としてのエッジから「社会」を横断的に創りあげていく人びとの智慧と実践
としての、「ソーシャル・ワイズ」として明らかにしたい。そのために、智慧が編み出される場所とし
てのエッジ、あるいは智慧が広範に生きられていく範域としての空間に着目しつつ、フィールドワー
クから（時にはフィールドワーカー自身の体験も含めて）「エッジ」をめぐる／からみた社会の内実に
経験的に肉薄することを目指す。
　以上を小結しておくと、「エッジの社会学」的探究とは、①可視化と不可視化の権力を批判的に考察
することを通じて、既存の枠組みで可視化されてきたカテゴリーの間隙で起きていた「問題」を垣間
見せる狙いと鋭さを有していること。②そのための方法として、予期せぬ出会いや事態が生みだされ
ている「場所」からの「問い」をフィールドから投げかえすこと（ひいてはその姿勢を所与のものと
せず、フィールドに参与する者として「悩み続ける」こと）。③それを通じて、グローバリゼーション
時代の「社会学」や「社会的なるもの」の過去／現在／未来を再考していく際のキーワードとしての
「社会的智慧（ソーシャル・ワイズ）」を探究する、という3点にひとまずは集約されよう。
２　過去の研究会開催概要
　当然だが、これらの探究課題は、編者たちにとって最初から存在していた訳ではなく、大学院 GP
が終了した2010年度から2011年度の活動を行うにつれて見えてきたものである。後は、2011年度に開
催した研究会開催概要及び、各論考の紹介を述べて序文の筆を置きたい。
　当研究会の活動開始にあたり、「空間のエッジ、あるいは、エッジの空間における共在について」と
題した第1回研究会を7月に「共在の場を考える研究会」との共催の形をとり神戸長田で開催した。同
会は、地理学、人類学、教育学などそれぞれディシプリンは異なるが、長田という共通のフィールド
をもつ研究者があつまる研究会である。編者である稲津をはじめ、本岡拓哉氏（同志社大学）、中西雄
二氏（大阪市立大学）、野上恵美氏（神戸大学）、山本晃輔氏（大阪大学）の５人の話題提供者のフィー
54 稲津・福田：エッジの社会学―ソーシャル・ワイズの探究へ
ルドから、在日朝鮮人、奄美諸島出身者、そしてベトナム系難民やその子どもたちなどの様々なエス
ニシティ、あるいは阪神淡路大震災をめぐる同地の表象にかかわる報告が行われた。「エッジ」班から
の参加者は事前にまち歩きを行った後、幅２メートル四方に拡大された長田の地図をみつつ、「共在
研」メンバーが阪神淡路大震災の被災地／復興地として前景化する表象のために不可視化される同地
の人びとの記憶／歴史／生活を立体的に浮かび上がらせ、それらに「エッジ」メンバーがコメントす
るという流れであった。議論が続くにつれ、長田という神戸の都市空間の周辺に位置するまちにおい
て多様な人びとが生きることの必然として、時として物理的に同じ「場所」をめぐる記憶がしばしば
アクター間で重なり合い、変容していくダイナミズムが存在していることが示唆された 
3
。
　第２回研究会は、「災害死者と宗教―スマトラにおける『集団埋葬』の事例から」と題して、編者で
ある福田を中心に木村敏明氏（東北大学）をお呼びして10月に大阪で開催された。木村氏は、インド
ネシアのスマトラ島第２の都市、パダンにおけるトバ・バタックというエスニックグループの儀礼研
究に従事してきた。９月の追加調査をふまえて行われた今回の報告では、災害を通じて、境界的・非
日常的・限界的状況に突如身を置くことになった人びとのあいだに、死者を悼むことの「ふさわしさ」
が手もちの限られた象徴的資源を通してどのように立ち現れるのかという論点が示された。その意味
で、2011年３月に発生した「東日本」の災害と、これまでの「スマトラ」の災害を繋ぐ論点として、
木村氏は、「様々な社会インフラに支えられた埋葬儀礼システムの脆弱さ」と「『大量死』のような事
態が、いかに人びとの心をとらえ、突き動かしていくのか、更にその過程で「住民、宗教者、行政な
どによる大小さまざまな試みの相互作用」が如何にしてあるのかを指摘された。その上で、東日本大
震災で被災された石巻市の方々にとっての「集団埋葬」を取り上げつつ、「ポスト災害社会」における
人びとの死を悼む在り方について考える意義を、スマトラの事例と共に強調された。時空間が異なる
複数の災害現場であるものの、慎重かつ大胆に「東日本」の事例と「スマトラ」の事例の底辺に確か
に存在している、多様な人びとの実践の在り様（別々に存在しているように思える「エッジ」と「エッ
ジ」）を架橋して考えていくことの可能性を示唆された 
4
。
　これらをまとめると、第1回研究会では、「エッジ」の場所が歴史的／空間的に重層的な「層」とし
て複数の人びとによって生きられている様が浮かび上がり、第２回研究会では、「エッジ」の場所が一
見、時空間として断絶しているように思える別の現場にあっても、複数の人びとの「死」に対する生
きられ方として「越境」的に見出していく可能性についての示唆を得たといえる。以下に続く論考も、
こうした「エッジ」をめぐるリアリティを更に深めてくれるものとして位置づけられる。
３　各寄稿文の内容紹介と共同研究内での位置づけ
　まず、編者の一人でもある福田雄の論考では、2011年３月11日の地震とそれに伴う津波被害を受け
た宮城県南三陸町における「みやぎ民話の会」による「民話の学校」へのフィールドワークから、「災
禍を語ること／語られることはいかにして可能か」が問われる。まず何よりも被害の記憶と傷あとが
まだ真新しいはずの語り手の方々に、本論考を公開する許可を頂けたことを編者としても心から感謝
3 第１回研究会の詳細報告については次のサイトを参考のこと。
  『KG社会学時評』http://kgu-socgp.blogspot.com/2011/07/1_22.html（2012年１月29日閲覧）
4 第２回研究会の詳細報告については次のサイトを参考のこと。
  『KG社会学時評』http://kgu-socgp.blogspot.com/2011/11/2.html（2012年１月29日閲覧）
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を申し上げたい。稲津はこれほどまでに「力」をもった語りに引き込まれずにはいられなかった。人
知を超えた災害に遭遇して、なぜ他ならぬ「わたし」が生き残ったのか（「生」へと包摂されたのか）。
そして亡くなられた方々（「生」から排除された方々）にどのような姿勢で応じればよいのか、という
問題は、１月17日を迎える度に編者を悩ませる実存的な問題として存在しているからだ。「災禍の語り
を記述し、そこで共有されうる人びとの記憶とその変遷を考察することで、個人を超えた『われわれ
の』災禍の記憶についての理解を試み」る福田の姿勢から最後に示唆される諸点を、論考冒頭に記さ
れた彼の調査遍歴と共に考えるならば、「みやぎ民話の会」の方々をはじめ、他にも様々な場所で「災
禍」を体験した人びとと共に、「記憶」を「語り継ぐ」ことのできる場所の創出にむけた智慧の意義と
可能性について思考せずにはいられない。
　次の松村淳氏による論考は、「地方で活動する建築家のリアリティへ」接近する試みである。ともす
れば私たちは「当たり前」の如く自宅、学校、職場などの「場所」に関わっているが、「建築物」とし
てそれらを作り上げる人びとの職業に対する意識や労働の実態を不思議な程によく知らない。「建築
家」は、TV番組等を通じて「クリエイティブ」さや「華やか」さといった「イメージ」としてのみ
見られがちである。氏が特に焦点を当てるのは、そうした「有名」建築家ではなく、一方で不可視化
されている「地方」建築家である。T氏という魅力的な語り手を導きとして、「地方で活動する建築家
のリアリティ」が赤裸々なまでに明らかになっていく。それを通じて、私たちも徐々に「地方」にお
ける「建築家」の窮状と、一見して同業者として見られがちな人びと同士の間での差異化／卓越化が
行われる世界を生きていることに気づかされるのである。更に氏はその原因を、建築家の国家への承
認を求める闘争が不完全であったために、現在、「地方」で活動する者は、国際基準の様なグローバル
な志向と、実際に関与するローカルな現場とのあいだで引き裂かれてしまう「アポリア」に個人とし
て直面せざるを得ない点にあると指摘する。いわば、グローバルなものへの包摂を目指す動きと価値
基準が、ローカルな実践に「のみ」生きていると看做されうる人を次々と発見し、排除せんとする傾
向性をめぐる問題である。そうすると、T氏の話は「建築家」業界に留まらず、「地方」というエッジ
で生きることのリアリティの一端を見事なまでに教えてくれているように思えるのは、編者だけだろ
うか？
　続く、芝野淳一氏による論考は、「中華学校」という場所の現在を「保護者」たちの語りから捉えた
貴重なエスノグラフィである。これまでの「民族学校は、特定の民族性を持った人々が集い教育を行
う場所としてとらえられてきた」が故に、北東アジアの国家間に政治的／軍事的緊張が生じる度に、
「民族学校」も排除的／暴力的な対象として巻き込まれる事態になっている。だが、氏は近年の学校構
成員の変容に着目し、中華学校＝中国人の学校という可視化された「ステレオタイプをもって解釈す
ることができないほど民族学校の内部は複雑で多様化している」ことを指摘する。そのキッカケとし
て、芝野氏は「日本人」の母親たちが中華学校に「昔の日本」を見出す「ノスタルジア」に着目する。
こうした「忘れた何か」を呼び起こす語りを契機として、「華僑」の母親と「新華僑」の母親たちのあ
いだに横たわる「伝統」／「古くささ」に対する双方の距離の取り方の差異が、迫力を伴った語りの
応酬から浮き彫りにされていくのである。「ノスタルジア」をめぐって「ぶつかり合う母親たちの『思
い』」に触れていくことで、私たちはいつの間にか、中華学校と聞いて思い浮かべられる紋切型の場所
イメージからは予期できないほど「複雑化」している中華学校の現在へと誘われていくことになる。
同時に、場合によっては「オリエンタリズム」との指摘も免れ得ない日本人保護者の姿勢をも飼い慣
らしつつ、多様な存在と共に生きていこうとする場所としての民族学校の智慧の内実に、今後も学ば
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ずにはいられない。
　最後を飾るのは、中川加奈子氏によるネパール・カトマンズのネワール社会の儀礼をめぐるフィー
ルドワークからのコラムである。人が生まれて77年７カ月７日７時間７分７秒を迎えた際に行うとい
う儀礼それ自体も興味深いが、この儀礼への参与を行う過程で、氏が現地の人びととの交感の中で得
た、ある確信は、エッジからの智慧をフィールドから探究する際の重要なヒントを私たちに提供して
くれることだろう。
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